
第１５回愛媛クリニカルパス研究会 世話人会議事録 

 

司会：代 表 世 話 人 河村 進 

書記：松山赤十字病院 宮内 春菜 

 

場 所：松山赤十字病院 小会議室２・３ 

日 時：平成３０年８月２５日（土）１２：００～１２：５０ 

 

参加者：３２名 

四国がんセンター      河村 進、羽藤 慎二、片山 洋子、砂野 由紀 

松山赤十字病院       西﨑 隆 

愛媛県立中央病院      大谷 広美、酒井 淳子、二宮 由美、阿部 カナエ、 

竹田 直弘 

住友別子病院        山根 保子、乗松 篤 

済生会西条病院       石井 博、秋山 直美 

愛媛大学医学部附属病院   松尾 一恵 

愛媛医療センター      相澤 淳一、久保 好枝 

市立宇和島病院       今井 良典、土居 洋子 

十全総合病院        松尾 真嗣、山戸 清志 

西条中央病院        尾崎 久美 

愛媛県立新居浜病院     横井 隆司、橋本 小百合 

ＨＩＴＯ病院        小坂 泰二郎、垣野 輝子 

愛媛労災病院        高橋 令子 

愛媛県立今治病院      藤井 節子 

済生会松山病院       楠 勝介、嶋屋 留美 

松山市民病院        柚木 茂、梅川 由紀 

 

【議事内容】 

１．世話人自己紹介（資料１） 

  ・各施設の参加者より、挨拶・自己紹介が行われた。 

 

２．第１４回研究会会計およびアンケート結果報告 十全総合病院 松尾先生（資料２） 

  ・研究会参加者２２１名、アンケート回収率６１％であった。例年通り、２００名以

上の参加者があり、うち看護師の参加が多く、東予地区で開催のため、東予・中予

に勤務者が多かった。講演内容が院内の取り組みに役立つと回答した参加者が全体

の８６％を占めた。今後の取り上げて欲しいテーマは、クリニカルパスと記録・バ

リアンス・地域連携パス・ＤＰＣ対応型パス等が多かった。 

   会場の都合上、ポスター展示を割愛し、一般演題・シンポジウム・特別講演の形式

にしたことで予定終了時間を過ぎ、発表時間に対する多数の意見があった。 



３．平成２９年度愛媛クリニカルパス研究会 会計監査報告（資料３） 

  ・代表世話人 河村先生から、事前に資料を送付し会計監査を行った結果、問題なく

会計監査を終了することができたと報告した。 

 

４．第１５回研究会 開催報告 松山赤十字病院 西﨑先生（資料４） 

  ・開催時間の短縮のため、開会式の前に、１２：１５～ポスター発表８題を開催する

ことにした。一般演題６題・シンポジウム４題・特別講演を開催する。特別講演は、

市立岸和田市民病院 患者支援センター師長 加藤裕子先生に「多職種で取り組む

入退院支援と地域連携パス」をテーマに講演して頂く。西﨑先生が、昨年、日本ク

リニカルパス学会教育セミナーで加藤先生の講演を聴講し、今回のテーマ「チーム

医療と地域連携パス」に共通することから、加藤先生に依頼し、快く引き受けて頂

いた経緯を報告した。 

 

５．次期第１６回研究会 当番世話人施設（愛媛県立中央病院）からの日程報告（資料５） 

  ・次回当番施設 愛媛県立中央病院 大谷先生から、開催予定日は、２０１９年８月

２４日（土）とし、開催場所は、愛媛県医師会館を予定していると報告した。 

 

６．次々期第１７回以降の研究会当番世話人施設の検討（資料６） 

  ・次々当番施設 市立宇和島病院 今井先生から、開催予定日・開催場所は未定であ

る。第１４回研究会のアンケート結果を踏まえ、予算が許すようであれば、松山市

内で開催を検討したいと考えている。 

  ・事務局から、まだ研究会を開催していない世話人施設は、ぜひ検討して頂きたいと

依頼した。 

 

７．事務局会計報告 施設年会費の納付状況（資料７） 

  ・事務局から平成３０年度の施設年会費の納付状況を報告した。 

 

８．その他 

  ・愛媛県パス実務者の集いについて 四国がんセンター 羽藤先生から報告 

   昨年の世話人会にて、パス研究会を年１回開催しているが、発表形式のみであり、

各施設のパス実務者が意見交換できる場を検討して欲しいと意見が出た。研究会の

承認を得て、有志の集まりという形式で、愛媛県パス実務者の集いを平成３０年２

月・６月に四国がんセンターで開催した。現場で困っていることや問題点を共有し、

問題解決につなげること、各施設の取り組みや活動内容を共有し、愛媛県のパスの

質向上につなげることを目的としている。年３回開催し、次回は１１月に愛媛県立

中央病院で予定しており、以降は、持ち回りで開催を予定している。 

   

・事務局から、メーリングリストを作成したが、登録人数が少なく活用できるよう届

出して欲しいと依頼があった。 



  ・懇親会費用について 

   特別講演で講師を招聘し、研究会後の懇親会費用を補助ができないか検討した。 

研究会は、公的ではなく任意団体であるため、会計の中に含めても会計監査上影響

は無いのではないか。明文化はせず、各当番施設の会計の中から、懇親会費用も一

部支出することとした。 

 

・事務局から、パスに積極的に取り組まれている近隣の病院等、世話人施設として推

薦したい施設があれば、事務局に連絡して欲しいと依頼があった。 

 

閉会 


